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1. 研究成果の概要

神戸市の郊外住宅地で大規模フィールドワーク実施・データ収集
「山、海へ行く」の開発を象徴するポートアイランドと須磨ニュータウン（名谷駅
周辺）にて、市民参加型のフィールドワークを実施
既存データを活用したデータ分析手法の開発
従来の定量分析に加え、美学的な視点による言葉や表現の定性分析を実施
環境美学・日常美学の理論に基づいた検証
VR環境への応用・サウンドスケープ評価
360度カメラによる動画を用いたVR環境下での評価手法の構築
聴覚的情報・印象（サウンドスケープ）の評価への拡張
神戸雰囲気学研究所と共同でのアートベース・リサーチ
サウンド・アーティストsam+katrinemとの共同によるサウンドウォーク
シンポジウム＋パフォーマンスによる成果発表



２. 研究成果の学術的意義や社会的意義

学術的意義
• 神戸市の郊外住宅地の歴史的検証、イメージ形成の美学的評価
• キャプション評価法による質的データの収集と検証
• 環境美学×建築環境学の協働による新しい知見の提示
• 雰囲気学研究との連携

社会的意義
• 神戸市の行政・自治会・地域住民・民間団体との関係構築
• 市民参加型フィールドワーク・ワークショップによる研究の周知・還元
• アートベース・リサーチの可能性の探究、国際連携
• 「ケア」に基づく環境づくりの指針を提示



３. 研究開始当初の背景

開発当初の評価、博覧会によるイメージ形成

「海上に築く夢の港町」朝日新聞、17面、1969年5月4日 ポートピア ’81のポスター、『神戸ポートアイランド博覧会写真集』、1981年



３. 研究開始当初の背景

神戸市＝海と山に挟まれたユニークな地形
→1960年代以降：人口急増期、山を切り拓いて海を埋め立てる開発
→2000年代以降：都心回帰、郊外住宅地の人口減少

神戸2025ビジョン「成熟都市の魅力の訴求」「幸福を実感するまち」
→利便性だけではなく、感性的魅力や地域への愛着の必要性
→具体的に景観の何がどのように評価されているのか？

左：島田アツヒト『山、海へ行く 神戸ポートアイランドができるまで』、神戸新聞出版、1981年
右：須磨ベルトコンベヤ（神戸アーカイブ写真館提供）



4. 研究の目的

景観や街並みの「美的性質」の解明
・専門家（建築家、都市計画家、行政）ではなく、「生活者」の視点から
・開発された郊外という人工的居住環境の主題化
→環境美学×建築環境学の協働による、最新の学術動向に呼応した研究

A. Berleant & A. Carlson
The Aesthetics of Human 
Environments.
2007

Timothy Morton
Ecology without Nature. 
Rethinking Environmental 
Aesthetics.
2009

Benno Hinkes
Aisthetik der (gebauten) 
menschlichen Umwelt.
2017

佐々木友輔

floating view. 郊外から生まれる
アート

2011



５. 研究の方法

古賀誉章らによって提案・開発された「キャプション評価法」

神戸市の代表的な郊外住宅地

「ポートアイランド」

「須磨ニュータウン（名谷駅周辺」

フィールドワーク実施

キャプション評価法の応用



６. 研究成果

神戸市の郊外住宅地で大規模フィールドワーク実施・データ収集
「山、海へ行く」の開発を象徴するポートアイランドと須磨ニュータウン（名谷駅
周辺）にて、市民参加型のフィールドワークを実施

ポートアイランドでのキャプション評価 須磨ニュータウンでのキャプション評価 フィールドワーク参加者募集チラシ
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６. 研究成果

既存データを活用したデータ分析手法の開発
従来の定量分析に加え、美学的な視点による言葉や表現の定性分析を実施
環境美学・日常美学の理論に基づいた検証

荒れた植栽へのネガティブな評価

→環境の「ケア」や「メンテナンス」の重要性

「雰囲気」への言及

→環境評価の重要な要素

国際誌『Contemporary Aesthetics』にて成果を発表



６. 研究成果

VR環境への応用・サウンドスケープ評価
360度カメラによる動画を用いたVR環境下での評価手法の構築
聴覚的情報・印象（サウンドスケープ）の評価への拡張



６. 研究成果

神戸雰囲気学研究所と共同でのアートベース・リサーチ
サウンド・アーティストsam+katrinemとの共同によるサウンドウォーク
シンポジウム＋パフォーマンスによる成果発表
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